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2017(平成 29)年度 第 10 回 千葉県支部役員会 議事録

日 時：2018 年 3 月 5 日（月）18：30～19：45

場 所：きぼーる 千葉市ビジネス支援センター15 階 第 5 会議室

１．幹事出席状況確認（□出席、△欠席・委任状提出、■欠席）

□川畑真一支部長、△秋田義一、□秋元英郎、△今住則之、□大柳規幸、□岡部政美、△河北

慶介、△久保康弘、□熊田成人、△進藤秀明、□志澤達司、△長見茂、□竹田雅美、△中野 昇、

△西田 宏、△浜崎 豊、△尾頭 誠、□保坂俊雄、△松井 隆、□宮田隆夫、□山本陽一

オブザーバー：□見並勝佳

以上、委任状提出者も含め計 21 名（出席 10 名、委任状提出 11 名）の幹事が出席し、支部役

員会は成立。

２．議事概要

・議長（支部長）挨拶

［審議事項］

（１） 役員会議事録の作成について

議事録作成書記は熊田幹事、議事録署名人は志澤幹事及び竹田幹事が指名・承認された。

（２） 平成 29 年度第 9 回役員会議事録（案）の確認（資料 10-1）

・原案通り承認された。 議事録（案）の（案）を削除し、ＨＰに掲載する。

【委員会・チーム活動報告】

（１）支部長報告(資料 10-2)

  ① 月刊「技術士」PE インタビュー執筆依頼の件

   千葉県支部として次の順位で提案する。

   第１順位 松井隆氏   インタビュアーは河北慶介氏

   第 2 順位 桑島英明氏  インタビュアーは進藤秀明氏

   第 3 順位 長見茂氏   インタビュアーは未定

   第 4 順位 荒野てつや氏 インタビュアーは未定

② 平成２９年度支部の活動、及び主な講演会・見学会等に付、様式 1～3 にて本部へ

報告した。詳細資料参照。

様式 2 の資料中、12/9 講演会 秋元氏の肩書を「秋元技術士事務所」に変更する。

（２）総務委員会報告（山本委員長・川畑支部長）（資料 10-3、10-4）

① 技術士補登録の為に「補助しようとする技術士」紹介依頼の件、江藤政継氏とした。

本件に関する指導料などについては当人同士の協議によるものとし、支部としての

業務依頼の対象外とする。

  ② 地域組織における特別役職の委嘱の件

   松井隆氏を名誉支部長に、保坂俊雄氏を参与に推薦する。--------役員会承認

   支部長から統括本部へ報告する。
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  ③ 来年度予算の件

   これまではぎりぎりで黒字の予算としていたが、11 月に事務所賃貸契約更新料が別途 6 万

円程度（賃貸料 1 か月相当分）必要となることが判明。この分がマイナスとなる見込み。

  ④ 資料の誤記訂正

議事録 5.協賛団体候補：「福井電子工業」を「福井電化工業」へ訂正。

（３）企画委員会報告（熊田委員長）（資料 10-5）

   第 57 回 CPD の結果と 58 回、及び来年度の予定について報告。詳細は資料参照。

① 来年度 7 月度 CPD 講師、海宝氏について川畑委員長から講演を依頼する。

② 講師候補として環境省の吉川圭子室長も検討する。-------企画委員会

③ 5 月予定の第 60 回 CPD に付、支部活動の総括は山本副支部長に依頼する。

  各チームの発表者を決定し、3/10 迄に熊田委員長へ連絡する。

  尚、企業支援チームは中野氏、技術相談チーム竹田氏は決定済。

④ 12 月、中野氏の PC に関する講演の件、情報工学の専門家にコメントして貰うことも

検討する。-------------------------------------------企画委員会

（４）広報委員会報告（秋元委員長）（資料 10-6）

企業支援、技術相談などのチーム活動が、その存在も含めて知られていない。

支部長の名刺なども活用して広報したい。

（５）産学官連携チーム活動報告（宮田チームリーダー）(資料 10-7)

① 新入会員、松本洋一氏が新メンバーとして参加した。

② セミナー情報：千葉工大「大学等研究交流サロン」、千葉大学「特別講演会」などが開催

される。同報メールで情報を発信していく。

（６）防災支援チーム報告（岡部幹事）（資料 10-8）

  ① 誤記訂正：(５)千田様報告の「千葉ニアン」を「チバニアン」へ訂正。

  ② (７)3/9、千代田区の防災訓練は松井前支部長に対応願う。

  

(７) 科学技術・理科支援チーム報告（山本総務委員長が代行）（資料 10-9）

① 2/22 SSH 長生高校で技術士特別講義、理数科高 1 生徒 38 名向けに山下、西田各 1 単元

(45 分)を実施した。30 年度からは講義の様子を動画などで残せないか別途検討する。今後

は本件の主管は、山下から西田幹事に引き継ぐ。

  ② 日本技術士会第８回社会活動事例発表会に、支部として「無電源ラジオ」を発表、

    千葉市科学フェスタの展示で審査員特別賞を受賞するなど一定のアピール効果があった。

    但し、栃木県支部からは低価格で工夫した発表もあり、1500 円は高いとの印象を受けた。

    他所では低価格化を工夫した発表もあり、千葉も検討要との意見あり。

    尚、京葉工業高校の発表者石井君は「高校２年」から「高校３年」へ訂正。

以上

［配付資料］

  （資料 10-1）平成 29 年度 第 9 回支部役員会議事録（案）
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  （資料 10-2）支部長報告

  （資料 10-3）総務員会議事録

  （資料 10-4）県支部の特別役職

  （資料 10-5）企画委員会資料

（資料 10-6）広報委員会資料

（資料 10-7）産学官連携チーム活動報告 1 月

（資料 10-8）防災支援チーム 第 24 回 議事録

（資料 10-9）科学・技術、理科支援チーム活動報告

議事録作成者                熊田 成人

議事録署名人（署名捺印省略）        川畑 真一

   志澤 達司

   竹田 雅美   

       


